
平成 29 年度 第 4回東区協議会次第 

日時：平成 29年 7 月 27 日（木）午後 1時 30 分から 

会場：東区役所 3 階 31、32 会議室 

１ 開会 

2 会長あいさつ 

3 議事 

（1）協議事項について 

  ア 平成 29 年度浜松市東区市民活動表彰について           【区振興課】 

（2）地域課題について 

   東区協議会委員会活動について 

4 その他 

（1）東区の取り組み 

（2）8月の開催予定 平成 29 年 8 月 29 日（火）午後 1時 30 分から 

会場 東区役所 31・32 会議室 

5 閉会 



第９号様式  

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 平成 29 年度浜松市東区市民活動表彰について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

【市民活動表彰の趣旨】 

 優れた市民活動を行う団体を表彰することで、団体のモチベー

ションを高めるとともに、多くの市民に市民協働をＰＲし、市民

主体のまちづくりを継続的に推進するもの。

【表彰までの流れ】

・区長賞受賞団体については、各区の区行政推進会議で審査し、

各区協議会に意見を求め、その意見を踏まえ区長が決定する。

・区長賞受賞団体は原則１団体とする。 

・市長は各区で選出された区長賞受賞団体について、審査を 

行い、市長賞受賞団体を決定する。 

対象の区協議会 東区協議会 

内  容 

浜松市市民活動表彰（区長賞）の決定について、区協議会に

意見を求めるものです。 

備 考 

（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

平成 29年 10 月に市長賞受賞団体が決定予定 

担当課 区振興課 担当者 鈴木勝久 電話 424-0115 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。



区長賞選考資料       （ 東区 ） 

（ふりがな） 

団体名 
(きゅうすずきけやしきあとちかつようきょうぎかい) 

旧鈴木家屋敷跡地活用協議会 

（ふりがな） 

代表者氏名
(いまじゅく こういち) 

今宿 康一 

e-mail  
電話番号 ***-***-**** 

FAX 番号  

団体設立年月 平成 23 年 6 月 団体員数 
積志地区自治会連

合会 39 自治会 

団体活動目的 

平成 22 年に鈴木家より土地(4,253 坪)・家屋が浜松市に寄付されたこ

とを受け、浜松市と協力して旧鈴木家の保全・管理活動を行い、今後の

屋敷跡地の活用や公園化について、市への提言活動等を行うことを目的

とする。 

これまでの 

主な活動実績 

・敷地内の定期的な草刈の実施 

・公園化に向けてワークショップの実施 

・交流拠点づくり委員会の開催（母屋・離れ・的場の活用検討） 

・グラウンドゴルフ場の管理、運営（自治会員活動の活性化） 

・花の会組織の設置（四季の花の植替え） 

Ｐ

Ｒ

し

た

い

活

動

実

績

の

概

要 

活動名 旧鈴木家屋敷跡地の活用 

活動の期間 通年 

活動財源 
該当するもの

全てに○ 

行政からの補助金・団体会費・寄附・当該活動により得た収益 

その他（                       ） 

活動のきっ

かけ 

平成 22 年に鈴木家より土地(4,253 坪)・家屋が浜松市に寄付されたこ

とにより地域で活動することとなった。 

内 容 

・古文書の整理・解読（3,000 点余り） 

・旧鈴木家収蔵品の展示 

※H28 年度地域力向上事業助成事業 

・旧鈴木家現地見学会（一般・中郡小など）の開催 

・花壇の植替えや草取り 

・グラウンドゴルフの実施 

成 果 

・旧鈴木家の収蔵品や敷地内広場の整備状況等を広く市民に紹介するこ

とで、多くの方に関心を持ってもらい理解を深めることができた。 

 （約 1,000 人が来場） 

・「交流拠点づくり委員会」を開催することで、地元住民の参画により、

地元で何ができるのか議論をすることができた。（公園課職員参加） 

・グラウンドゴルフを通じて、地域交流の輪を広げることができた。 

※旧鈴木家敷地内広場の有効活用（約 5,000 人が参加） 

この活動に

ついて更に

発展させた

いこと 

地域住民自らによる旧鈴木家跡地の郷土史考察等を行い、多くの市民

が楽しめる跡地の活用を進めることができれば、地域の活性化、郷土愛

の増進に寄与することができる。 

活動に協力

した団体等 

行政・企業・ＮＰＯ・学校・市民・その他（         ） 

協力の内容 
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第２回交通安全委員会 議事概要 

日 時 平成 29 年 7 月 26 日（水）10:00～11:15 

会 場 東区役所 33 会議室 

出席者 大軒 孝幸、齋藤絵美子、齋藤 國弘、佐藤 公治（50 音順・敬称略）

事務局 鈴木 勝久、吉垣 幸和、鈴木 将太（区振興課） 

１ 敬老会チラシについて 

(区振興課から説明) 

・今年の 1～6月までの浜松市及び東区の事故の傾向について説明。 

・今年度についても、交通安全指導員の協力により遠州弁交通安全標語を作成済。 

・今年度も引き続き、敬老会対象者全員にチラシを配布予定。 

(協議内容) 

・今回取り上げる 2つのポイントは次のとおり。 

①運転操作の確認を大切に 

②車両の逆走は重大事故のもと 

・遠州弁交通安全標語について、次の 5つに絞り込んだ。最終決定の際掲載数を確定

する。 

①「ほいあんた そこは渡っちゃ いかん場所」（平成 28 年度から継続） 

②「近道と ななめ横断 危ないに」（平成 28 年度から継続） 

③「止まれんとこ 自転車とまらにゃ 危ないに」 

④「つけてるに！ 夜でも目立つ 反射材」 

⑤「いかんだに！ 信号・一停 ルール無視」 

２ 研修について 

(区振興課から説明) 

   ・案として、西部免許センターでの体験研修と区役所の会議室で行える体験研修が

ある。 

   ・委員にも体験してもらい、様々な交通教室の形があり体験等も行える旨を地域の

団体に話を持ち掛ける素材としてほしい。 

(協議内容)

   ・大々的に交通安全の行事を行っても、市民へ交通安全の意識を定着させることは

なかなか難しい。大変ではあるが、地道に地域の小さなイベントへ出向き啓発活動

を続けていくことに意味があると思う。 

   ・そのために、委員がまず体験して地域で広めることは大切である。 

３ その他

  ・事務局から蒲地区セーフティ・ガード作戦について説明。 

次回開催日 ８月中旬～下旬を予定 



第 2回地域福祉委員会 議事概要 

日 時 平成 29年 7月 10 日（月）9:30～10:45 

会 場 東区役所 3階 33 会議室 

出席者 稲穂貴、金指操、熊岡邑子、栗田孝代、鈴木洋次（50 音順・敬称略）

     中野一宏 社会福祉課長、鈴木教郎 長寿保険課長、青木満弘 健康づくり課長、 

山根由賀利 保健第一グループ長 

事務局 鈴木 忠、吉垣幸和 

１ 議事 

健康づくり課担当業務について 

○健康づくり課より課の組織体制、業務概要及び健康はままつ２１について、説明があった。 

 ・具体的な成人保健事業について、体系図をもとに説明。 

 ・分野別施策、年代別健康づくりの目標について。 

 ・慢性腎臓病や慢性閉塞性肺疾患の予防についての啓発を行っている。 

 ・新規事業として、「３５歳スマホ de健康チェック」、「企業健康応援事業」を行う。 

  （委員からの意見） 

   ○高齢者に口腔検査を受けましょうというのを行っていると思うが、歯周病が他の病気の原

因にもなるという話もあるので、是非受けた方が良い。高齢者となった際に受けるよりも

若いうちに気を付けて受診するのが良いのではないか。 

○市の施策としていろいろ行っているが、なかなか知る機会が無く、健康の時には関心もな

い。 

○高齢者サロンなどに出てくる人には周知することが出来るが、出てこない人に対して周知

するのが難しい。 

○歯が悪いとどのような病気になるか、具体的にわかるパンフレットのようなものがあると

歯に対してより関心を持ち歯周病検診なども利用するのではないか。 

→市でもいろいろな年代に向けて様々な事業を展開している。 

「健康寿命の増進への取組み」には、こうした事業をより多くの方に活用してもらう

ことが、重要であるが、健康について意識や関心の低い人たちへの周知、啓発の方法

が課題となってくる。 

２ その他 

【次回開催】 

     日時：平成２９年９月１２日（火） 午前９時３０分から 

     会場：東区役所３階 ３３会議室 




